
水温計

超音波減衰式SS計（SP-110型）は、河川等の

流水中に検出器を設置して、洪水時の高濃度の

浮遊砂量（SS）と粒度分布を連続自動測定する

ことができます。

測定は『液中の粒子により超音波の伝

播が減衰される。減衰の度合いは粒径

と超音波周波数に大きく影響される』

という特性を使用して、左図に示すよう

に、水中にプラノコンケープ形振動子を

入れ、振動子より超音波を送波し、反射

板から戻って来た反射波を同一振動子

で受波します。

測定は約20秒毎に行い、解析ソフトに

より粒度分布と浮遊砂量（SS）を算出し

ます。

測定方法測定方法

超音波減衰式SS計超音波減衰式SS計超音波減衰式SS計超音波減衰式SS計

現地で粒度分布と浮遊砂濃度が判る！！現地で粒度分布と浮遊砂濃度が判る！！
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従来、河川のＳＳを現地

で簡易的に測定する方

法として、濁度から相関

関係を求めて算出する

手法がとられています。

濁度計は懸濁粒子の粒

径によって濁度が異な

ります。

濁度値が同じでも粒径

によって浮遊砂量が違

います。

右図より、粒子径が大き

くなるに従って、濁度値

は低くなっています。
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粒子と濁度の関係粒子と濁度の関係
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質　　　量

超音波減衰法

ＲＳ232ＣまたはＲＳ485

チタン

検出部外形図参照

約 3.0kg（ケーブル含まず）

■S S 500 ～ 2５,000 mg/ℓ

■精度 500 ～ 2５,000 mg/ℓ ： FS 10％以内

■粒度分布 1μｍ～100μｍ（白色溶融アルミナ使用）
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